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「RCF 復興支援チーム」メールマガジン（毎月11日発行）
<<http://rcf311.com/ >>
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こんにちは。
RCF復興支援チーム、メルマガ担当荻布です。

今日は、3月11日。
未曾有の震災から丸4年が過ぎました。
被災地にとっては、節目となる5年目からが正念場です。
被災された方々の一日も早い復興を心から願い
RCFスタッフ一同、地域や企業と一体となって
復興に向けての取組みを続けてまいりたいと思います。

なお、本日の15:30ごろより弊団体代表・藤沢が
J-WAVEに生出演し、震災から4年経った現状やこれからのことなどを
お話します。
そのほか、今月は、直近でのメディア出演・イベント情報を中心に
お伝えしますので、ご興味のある方はぜひチェックしてください！
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5. 藤沢烈ブログから 

 ◇◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
1.  3/11（水）・3/12（木）テレビ・ラジオ放送予定
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇◆
▼3/11（水）14:00〜
ラジオ『J-WAVE SPECIAL HEART TO HEART 2015』
http://www.j-wave.co.jp/topics/1503_0311.htm
レイチェル・チャンさんと堀潤さんのツインナビでの特番。
弊団体代表・藤沢も生放送で出演し、実際の復興の状況などについて
語ります。藤沢の出演は15:30〜16:00の予定です。

▼3/12（木）00:00〜
テレビ『NHK 時論公論』
RCFがマネジメントを行う釜援隊の活動を中心に、
「心の復興」をテーマに紹介いただきます。
http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/100/

▼3/12（木）19:40〜
ラジオ『ニッポン放送 阿部亮のNGO世界一周』
http://www.1242.com/program/aberyo/
弊団体代表・藤沢が3/6（水）から全３回にわたり出演中。
2回目となる3/12（水）は、弊団体が新たに取組んでいる人材支援の
仕組み等についてお伝えします。
3/12（水）の次は、3/19（水）にも出演します。

▼その他の掲載予定
・3/11（火）予定『日刊工業新聞』
・近日中予定　　『社会変革プラットフォーム 変える力』
　　　　　　　　　http://www.kaeruchikara.jp
・近日中予定　　『ポリタス』http://politas.jp/
・3/末予定　　　『月刊地方財務』（ぎょうせい）
・3/末予定　　　『月刊地方議会人』（中央文化社）

 ◇◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
2.  3/30（月）『社会のために働く』刊行記念　藤沢烈トークイベント
　 のお知らせ（ゲスト・駒崎弘樹氏）
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇◆
本日3/11（水）、弊団体代表・藤沢の初の単著が全国の書店に並びます！
『社会のために働く　未来の仕事とリーダーが生まれる現場』
http://bookclub.kodansha.co.jp/product?isbn=9784062193528

この出版を記念し、3/30（月）、丸善 丸の内本店（東京・千代田区）
において、認定NPO法人フローレンス 代表理事、駒崎弘樹氏をゲスト
に迎え、トークイベントを行います。
ご参加は、書籍を会場となる書店でご購入いただいた方が対象です。
お近くにお勤め・お住まいの方は、ぜひ参加をご検討ください！
************************************************************************************
『社会のために働く』（講談社）刊行記念　藤沢烈さんトークイベント
ゲスト：駒崎弘樹さん
～2人の社会企業家が、社会のこれからについて語る！～
************************************************************************************
・概要
■開催日時：3月30日（月）19：00～
■定員：100名様
■場所：丸の内本店 3Ｆ 日経セミナールーム
■要整理券（対象書籍購入の方へ配布。電話予約可 03-5288-8881）
 
・詳細はコチラから
http://goo.gl/O8UBxr
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3. 講演登壇・メディア掲載/出演履歴
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇◆

ここでは、過去１ヶ月の主な講演登壇、メディア掲載情報をご紹介します。

▼講演登壇情報---------------------
「東北４県・東日本大震災復興フォーラムｉｎ東京」
2015年2月12日(木)
有楽町のよみうりホールで開催されたフォーラムの
パネルディスカッションで、代表・藤沢が登壇しました。

藤沢からは、「震災5年目の復興」と題し、コミュニティ形成の
必要性や産業復興への道筋などをお話しました。
平日の昼間にも関わらず、1000人もの申込があったようです。
詳細は、以下、福島民報および藤沢のブログをご覧ください。

・福島民報（2月13日）
「東京で東北４県・復興フォーラム　内堀知事ら風化防止など訴え」
https://www.minpo.jp/news/detail/2015021320930

・藤沢烈BLOG（2月14日）
『1000人が復興を考えた日。』
http://retz.seesaa.net/article/414025308.html


▼テレビ出演情報---------------------
・NHK『サキどり』  3月8日（日）（午前8:25より）
「”被災地モデル”が日本を変える！？」
被災地で始まった取組みが、全国の課題解決のきっかけになりつつあります。
代表・藤沢がコメンテーターとして出演しました。
http://www.nhk.or.jp/sakidori/backnumber/150308.html


▼新聞掲載情報---------------------
・朝日新聞土曜版『be』フロントランナー  3月7日（土）
「人を結び、築く東北の未来」
藤沢やRCFの「これまで」の話と東北に対する想いをまとめています。
http://digital.asahi.com/articles/DA3S11633637.html?iref=comkiji_txt_end_s_kjid_DA3S11633637
http://digital.asahi.com/articles/DA3S11633714.html?iref=comkiji_txt_end_s_kjid_DA3S11633714

・毎日新聞朝刊『論点』  3月6日（金）
「震災4年 復興まちづくりの課題／人つなぐリーダーが鍵」
被災地全体の状況を踏まえた現状と課題について。
http://mainichi.jp/feature/news/20150306mog00m040007000c.html
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4. 各プロジェクト情報
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇◆

▼イノベーション東北
http://www.innovationtohoku.com/
最新情報は、Facebookページから
https://www.facebook.com/innovationtohoku
**********************************************************
事務局スタッフが足を運びお届けするホットな「東北の今」をご紹介しています。
あなたの「いいね！」「シェア」がサポートになります。
**********************************************************
○現在募集中のPick Upチャレンジ
［東京都（福島県）］【店舗設計、情報発信など】
店舗のさらなる活性化を図りたい！
→http://goo.gl/v2sGcD
［岩手県］【デザイン製作】
生産物の美しさを商品ラベルやパンフレットにしたい！
→http://goo.gl/8cZNRe
［宮城県］【商品開発、ブランディング】
水産物の商品開発をしたい！
→http://goo.gl/04MxLM
［福島県］【商品開発、ライティング、イベント企画など】
伝統工芸品を世界に向けて発信し、販売を開拓したい！
→http://goo.gl/HPef30

＊ イノベーション東北では、他にもさまざまなスキルをもつサポーターを
募集しています。
特に、商品開発やマーケティング、webサイト製作のご経験が豊富な方、
あなたのスキルを活かして、東北のビジネス復興支援に参加してみませんか？

イノベーション東北サポーター登録はこちら↓
（googleアカウントをお持ちの方は３ステップで簡単に登録可能です。）
https://www.innovationtohoku.com/login

========================================================

▼WORK FOR 東北
http://www.work-for-tohoku.org/

○Pick Up記事
企業の声ーパナソニック株式会社　仙台工場　工場長・木谷氏
「地域で事業活動を行う企業として　経営資源を活かして地元に貢献する」
http://www.work-for-tohoku.org/cases/company/06.html

○現在募集中の案件（31件）
http://www.work-for-tohoku.org/list/

========================================================


▼キリン絆プロジェクト
http://kizuna-nipponfoundation.info/
○新着記事
先日、キリン絆プロジェクト農業支援の福島案件第１号となる
「いわき“食Ｌａｂｏ”プロジェクト」いわき6次化協議会の
事業発表および贈呈式が2/24（火）に行われました。

詳細は以下のリンクをどうぞ！

●キリン株式会社ホームページ
「復興応援 キリン絆プロジェクト」、
福島県いわき市「いわき6次化協議会」に支援金を助成
http://www.kirin.co.jp/company/news/2015/0224_01.html

●福島民友
キリンの支援で「商品開発」　いわき６次化協、復興を後押し
http://www.minyu-net.com/news/topic/150225/topic2.html

●ふくしま6次化ラジオ
「復興応援キリン絆プロジェクト」農業支援贈呈式
http://www.fmf.co.jp/pc/6r/?cat=25


================================

RCF復興支援チームの復興コーディネーター、復興支援員が
運営サポートしているFacebookページです。
福島県双葉町、岩手県釜石市の最新情報を発信しています。

▼「つなげよう つながろう ふたばのわ」
https://www.facebook.com/fukushima.futaba

▼「釜石リージョナルコーディネーター～釜援隊～」
https://www.facebook.com/kamaentai
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5. 藤沢烈ブログから（先月のアクセス数トップ３）
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇◆

RCF復興支援チーム代表理事・藤沢烈が、
ほぼ毎日更新している「藤沢烈BLOG」。 
http://retz.seesaa.net/
2月はどんな記事がよく読まれたのでしょうか。

▼アクセス1位
震災を機にうまれた最大のサービスは、LINE。
～2月8日に森川社長が仙台で講演（2月5日）
http://retz.seesaa.net/article/413535212.html

▼アクセス2位
海士町、神山町、紫波町という地方創生のフロントランナー。
（2月10日）
http://retz.seesaa.net/article/413806173.html

▼アクセス3位
小泉進次郎復興政務官が企業に投げたメッセージ。
（2月8日）
http://retz.seesaa.net/article/413748333.html

2011年6月のサービス開始から約3年で国内人口の約40%をカバーするに
至ったLINEが、実は震災を機に生まれたという背景は、
まだまだご存知でない方も多かったのではないでしょうか？

昨今議論されている「地方創生」に関する記事も
２位にランクインしており、注目度の高さが伺えます。


ここまで読んでくださり、ありがとうございました。
来月もお楽しみに！
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＜Vision：我々が目指す社会像＞
どんなひとも地域も、価値をつくりあう社会

＜Mission：RCFの役割＞
コーディネートする力を通して、変革の担い手と共に、
ひとをつくり、まちをつくり、産業をつくる

＜Value：そのための行動基準＞
価値にコミットする
チームをつくる
当事者として関わる
矛盾と不確実性に挑む
常に学び続ける
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